
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

■ 会 期 
2017年 9月 2日（土）・9月 3日（日） 

 
■  開催場所 
東京ベイ幕張ホール 

 
■ 会 長 
荒木 暁子 

  （千葉県千葉リハビリテーションセンター）  

 

 

日本家族看護学会 第 24 回学術集会 
【 趣意書 】 



 
 

 
 
拝啓 

 向寒の候、貴社ますますご盛栄のこととお喜び申し上げます。 
 この度、日本家族看護学会第 24 回学術集会を 2017 年 9 月 2 日（土）・3 日（日）

の 2日間にわたり、東京ベイ幕張ホールにて開催する運びとなりました。盛会とな

るよう現在、精鋭準備を進めております。  

 日本家族看護学会は 1992年に発足し、現在会員数は 1500名を超え、多様化・複

雑化する社会を背景に、高度医療が発展し、地域におけるケアが望まれる中、家族

看護に対する期待は高まっております。毎年、学術集会には家族看護学の研究者の

みならず、小児・母性（助産）・高齢者・精神・救急・慢性疾患・在宅・公衆衛生看

護、学校保健など多領域の研究者や実践者（看護師、保健師、助産師、保健・医療・

福祉・心理・教育関係者）が参加します。また、例年非会員の臨床実践者の参加も

多く、参加者数は 1000名を見込んでおります。 

第 24 回学術集会テーマは『地域包括ケアの時代に家族看護に期待される実践』

です。地域包括ケアはこれまで高齢者を中心に考えられてきましたが、今後は子ど

もや周産期などからの連続したケア体系として、様々な発達段階を包含したシステ

ム構築が求められています。学術集会においては、これからの時代へ向けて、家族

看護に期待されていることは何か、家族看護が地域包括ケアに寄与できることは何

かを考えるべく、研究・実践・教育の成果発表、地域包括ケアの担い手である実践

者と研究者の交流、家族看護の成果を示していくためのより効果的な研究方法に関

する討議などを企画していく所存です。 

また、市民公開講座を開催し、地域包括ケアを市民と共に創るために、市民に必

要な知識や考え方、専門職がやるべきことなどを考えていき、パートナーシップを

構築していく一助となればと考えております。 

 

つきましては、本学術集会の運営にあたり貴社に、企業協賛・展示・広告ならび

に寄付のご協力を賜りたく、ここにお願い申し上げる次第でございます。 

本学会の趣旨並びに意義をご理解の上、ご支援、ご協力賜りますようお願い申し

上げます。 

敬具 

2016年 12月吉日 

 

 

  

ご 挨 拶 

日本家族看護学会第 24回学術集会 

集会長 荒木 暁子 

（千葉県千葉リハビリテーションセンター) 



開 催 概 要 
 

名  称： 日本家族看護学会第 24 回学術集会 

テ ー マ： 地域包括ケアの時代に家族看護に期待される実践 

会  長： 荒木 暁子 （千葉県千葉リハビリテーションセンター） 

会  期： 2017 年 9 月 2 日（土）・3 日（日） 

会  場： 東京ベイ幕張ホール 〒261-0021 千葉県千葉市美浜区ひび野 2 丁目 3 

参加人数： 1,000 名（予定） 

 

プログラム概要 

 会長講演 

「在宅支援サービスにおける家族支援」     

荒木 暁子（千葉県千葉リハビリテーションセンター 看護局長） 

 教育講演 

「認知症高齢者の家族を支えるー名古屋事件最高裁判決を踏まえて」 

 池田 直樹（上本町総合法律事務所 弁護士 ） 

 特別講演Ⅰ 

「育成期家族を支える（仮）」 

（ 調整中 ） 

 特別講演Ⅱ・市民公開講座 

「市民と創る地域包括ケア －患者が看護師に期待すること－」 

          山口 育子（NPO 法人ささえあい医療人権センターCOML 理事長） 

 シンポジウム１  
「地域で家族を支える」 

武田 直己（たけだメンタルクリニック 院長） 

西 ケイ子（認知症対応型デイサービス「なごみの家」 所長） 
山﨑 潤子（緑が丘訪問看護ステーション 所長 ） 

 シンポジウム２ 
「事例研究とナラティブ」 

山本 則子（東京大学大学院 教授） 
斎藤 清二（立命館大学 教授） 
宇田川 元一（埼玉大学経営学部 准教授） 
 

 学術集会長企画「次世代の家族看護学研究方法を考える（仮）」 
          小林 京子（聖路加国際大学 教授） 
          本田 順子（神戸大学 講師） 
          池田 真理（東京女子医科大学 教授） 



          法橋 尚宏（神戸大学大学院 教授） 
 研究促進委員会・編集委員会共催セミナー「事例研究」 
 家族看護実践・教育・研究に関するワークショップ 
 口演・ポスター発表 
 ランチョンセミナー ほか 
  



ランチョンセミナー  

 

 在宅医療・ケア、高齢者ケア、訪問看護、母子保健、疾病予防など健康に関連したセミ

ナー開催を検討しております。 

 

1. 開催期日： 9 月 3日（日）昼 1 時間 

 

2. 開催場所と共催費 

開催場所 共催費 
参加者 

募集数 
募集社数 

①東京ベイ幕張ホール 

メイン会場 
450,000円 350 名 1社 

②東京ベイ幕張ホール 

会場 ３ 
300,000円 250 名 1社 

③東京ベイ幕張ホール 

会場 ２Ａ 
200,000円 150 名 １社 

④東京ベイ幕張ホール 

会場 ２Ｂ 
200,000円 150 名 １社 

※申し込み枠については事務局に別途ご相談ください。 

※抄録集に御社名を記載。1 名を学術集会にご招待。 

 学術集会ホームページにバナー広告を出させていただきます。 

 

3. セミナー開催における注意事項 

   共催費に含まれるもの 

・会場費(講演会場および講師控室) 

・学会で使用する映像、音響、照明機材 

(PCプロジェクター、スクリーン、マイク等) 

・参加者用弁当・ドリンク費（当方で手配します） 

   共催費に含まれないもの 

・座長・講師への交通、宿泊の手配及び費用、謝礼（各社に一任致します。） 

・チラシ・看板作成費 

・録画・録音などの追加機材費 

・運営スタッフ人件費（照明・進行アナウンス・弁当配布などの補助スタッフ） 

・講師控室での機材費、飲食費 

 

4. 申込方法及び締切日 

  同封の申込書に必要事項をご記入の上、2017 年 2 月 28 日(火)までに前述の運営

事務局宛までファックス（Fax: 03-6267-4555）にてお送り下さい。尚、お申込セ

ミナーが重複した場合、ご相談させて頂くこともございます。予めご了承下さい。 

5. 共催費のお支払い 

セミナー枠が決定後、ご請求書をお送り致します。 



2017 年 4月 21日(金)までにご入金をお願い致します。 

 

なお、お申し込みに際してご不明な点、ご要望等ございましたら、事務局にご遠慮なく

ご相談ください。 

 

日本家族看護学会第 24回学術集会 運営事務局 

〒100-0003 

東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスサイドビル９F 

（株）毎日学術フォーラム内 

℡ 03-6267-4550 Fax 03-6267-4555 

E-Mail:maf-jarfn24-chiba@mynavi.jp 

  



企業展示  

 

1． 展示会場 

東京ベイ幕張ホール 2階スペース ポスター会場 

 

2．展示日程 

設 営  9月 2日（金） 9：00～12：00 

展 示  9月 2日（金） 12：00～17：00 

9月 3日（日） 9：00～15：00 

撤 去  9月 3日（日）  15：00～15：40 

＊上記の時間は当日のプログラムによって、変更することもございますので 

予めご了承ください。 

 

3．募集小間数 

15 小間 (展示スペースは 1小間あたり幅 180㎝×奥行 90㎝ 程度です) 

 

4．出展料 

1小間につき 50,000円（税込） 

・出展料には、机 1台（幅 180㎝×奥行 45㎝×高さ 70㎝）、椅子２脚、パネル 1

枚が含まれます。 

・機器展示に電力を使用される場合、テーブルタップ、電源ドラムは各自ご持参

ください。 

    ※抄録集に御社名を記載。1 名を学術集会にご招待。 

        

5. 小間割の決定 

各社の展示スペースの小間割りは、学会事務局が決定させていただきます。 

特にご希望があれば、申込書にご記入ください。 

 

6. 申込方法及び締切日 

同封の申込書に必要事項をご記入の上、2017年 2月 28日(火)までに前述の運営事

務局宛までファックス（Fax: 03-6267-4555）にてお送り下さい。また、ご不明な

点等も直接お問い合わせ下さい。 

 

 

7． 出展料のお支払い 

     お申し込み後、ご請求をお送りいたします。 

     2017年 4月 21日(金)までにご入金をお願い致します。 



 

8． その他 

    会期 1ヵ月前までに「小間割図」、「出展社マニュアル」をお送りいたします。 

実施に関する詳細をご確認ください。 

    

なお、お申し込みに際してご不明な点は、事務局にご遠慮なくご相談ください。 

 

日本家族看護学会第 24回学術集会 運営事務局 

〒100-0003 

東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスサイドビル９F 

（株）毎日学術フォーラム内 

℡ 03-6267-4550 Fax 03-6267-4555 

E-Mail:maf-jarfn24-chiba@mynavi.jp   



広告掲載  

1. 広告媒体名： 日本家族看護学会 第 24回学術集会 抄録集 

 

2. 配 布 対 象： 学会員及び参加者 

 

3. U R L：http://jarfn24.umin.jp 

 

4. 発行部数および発行予定日： 1200部  2017年 8月発行予定 

  

5. 媒体作成費： 1,280,000円（A4版） 

 

6. 広告掲載料・募集数 （ 26企業 ） 

 

表２   10 万円（税込） （募集数 1口） 

表３               8万円（税込） （募集数 1口） 

表４             10万円（税込） （募集数 1口） 

後付１頁 6万円（税込） 

後付１/２頁 3万円（税込） 

※抄録集に御社名を記載。1 名を学術集会にご招待。 

 

7. 広 告 原 稿 

モノクロ印刷になります。 

版下データにてご提出お願い致します。（締切日 6月 1日） 

 

8. 申込方法及び締切日 

同封の申込書に必要事項をご記入の上、2017 年 2 月 28 日(金)までに前述の運営

事務局宛までファックス（Fax: 03-6267-4555）にてお送り下さい。  

尚、お申込ページが重複した場合、ご相談させて頂くこともございます。 予め

ご了承下さい。 

 

9.  広告掲載料のお支払い 

お申込み後、ご請求書をお送り致します。 

2017年 4月 21日(金)までにご入金をお願い致します。 

 

なお、お申し込みに際してご不明な点は、事務局にご遠慮なくご相談ください。 

 



日本家族看護学会第 24回学術集会 運営事務局 

〒100-0003 

東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスサイドビル９F 

（株）毎日学術フォーラム内 

℡ 03-6267-4550 Fax 03-6267-4555 

E-Mail:maf-jarfn24-chiba@mynavi.jp  

  



寄付金  

 

 

１．募金の名称 日本家族看護学会第 24回学術集会開催寄付金 

 

２．募金の目的  日本家族看護学会第 24回学術集会開催寄付金 

開催運営資金の調達 

            

３．募集目標額 金  700,000   円也 

 

４．募金の期限  平成 29年（2017年） 5月 31日（水） 

 

５．申込方法及び締切日 

同封の申込書に必要事項をご記入の上、2017 年 3 月 31 日(金)までに前述の運営

事務局宛までファックス（Fax: 03-6267-4555）にてお送り下さい。また、ご不明な

点等も直接お問い合わせ下さい。 

 

６．寄附金のお支払い 

   お申し込み後、ご請求書をお送りいたします。 

   2017年 5月 31日（水)までにご入金をお願い致します。 

 

 

なお、お申し込みに際してご不明な点、ご要望等ございましたら、事務局にご遠慮なく

ご相談ください。 

 

日本家族看護学会第 24回学術集会 運営事務局 

〒100-0003 

東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスサイドビル９F 

（株）毎日学術フォーラム内 

℡ 03-6267-4550 Fax 03-6267-4555 

E-Mail:maf-jarfn24-chiba@mynavi.jp 

 

 


